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１．概要（Summary）

金属蒸着した針状のガラスディバイスに収束光を照射

した 3 次元加工技術を開発している。使用する抵抗加熱

式蒸着装置付属の膜厚測定装置を校正するために、今

回、早稲田大学ナノテクノロジープラットフォームの触針

式膜厚計（表面極微細構造測定装置: テンコール社製プ

ロファイラーP-15）を使って、スライドガラスに金属蒸着し

た金属膜の厚さを測定した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

表面極微細構造測定装置

【実験方法】

金属（Cr）蒸着した針状のガラスディバイスに収束光を

照射してゲルに3次元加工する技術を開発している。この

技術に用いる金属（Cr）蒸着した針状のガラスディバイス

を作製する際、抵抗加熱式蒸着装置を利用している。こ

れに付属している膜厚測定装置の校正するために、触針

式膜厚計（表面極微細構造測定装置: テンコール社製プ

ロファイラーP-15）を使って、スライドガラスに金属蒸着し

た金属膜の厚さを測定した。

３．結果と考察（Results and Discussion）

膜厚測定に用いた金属蒸着したスライドガラスを示す

（Fig. 1）。また、スライドガラスに金属蒸着した金属膜の

厚さと抗加熱式蒸着装置に付属している膜厚測定装置の

値の関係を示す（Fig. 2）。

これらの結果より、実際の膜厚が 0 – 105.4 nm では、

抵抗加熱式蒸着装置に付属している膜厚測定装置の値

から真の膜厚値を算出できることが示された。

Fig. 1 An image of metal deposition slide glass.

Fig. 2 Relationship between thickness of metal
film and value of measuring device.
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